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ゴールデンウイークです 

今年は、飛び石連休のようですが、明日から 

は５連休になります。それぞれのご家庭で、計画 

など立てられているかと思います。是非お子様と 

のふれあいを通して、学校だけでは、学べないこ 

とを伝えたり、経験させたりしていただけると幸いです。また、新年度がスタ

ートして１か月が過ぎたころになります。体調を崩しやすい時期でもあります

し、連休を過ぎると運動会の練習等が始まります。十分な休養もあわせてお願

いいたします。 

 さて、先月１９日（日）小雨の中、地域の皆様、保護者、教員、関係団体の

皆様が参加し、こいのぼりの掲揚が行われました。今年も、４本の見事な鯉の

ぼりの列が「本明川」にかかりました。毎年のことなのでしょうが、改めて子

どもたちの健やかな成長を願う、本野地区の皆様の「心意気」を感じました。 

暖かくなってきました 

自然豊かな本野だからこそ、子どもたちに気付いてほしいことが多くあります。

最近は、燕の姿を多く目にするようになりました。一方で、川や田んぼ、校庭にた

くさんいたカモと思われる鳥の姿を見ることがなくなりました。季節の移り変わり

を感じるとともに、「なぜだろう」と考えてほしい場面です。 

以前、わたしは五島列島福江島の大瀬崎灯台を校区とする学校に勤務していまし

た。この地は、「ハチクマ」という渡り鳥の集合場所で有名です。秋になると、空が

真っ黒になるほどの群れが集まります。数日過ごした後、南の方へ渡っていきます。

長い渡り前の一時の休憩でしょうか、それとも栄養補給？ いろいろといわれがあ

るようですが、定かではないようです。 

 

豊かな自然が近くにある本野の子どもたち。理科でも身近な自然を教材

として学習を行います。この学習が、身の回りの生き物の様子や変化に気

付く力となってほしいです。 

【注意】 

ゴールデンウイークから、急増するのが「水」の事故です。毎年、

幼い子どもたちの事故の報道があります。決して対岸の火事には

しないようにしたいものです。本野にも「本明川」が流れていま

す。子どもたちだけで「水遊び」や「釣り」をすることのないよ

う声掛けをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業参観、PTA 総会、学級分会ありがとうございました 

23日は、お忙しい中にご参会いただきありがとうございました。

年度始めのお子様の様子、担任との顔合わせ等いかがでしたでしょう

か。昨年度も連絡しておりましたが、お子様に関する相談等いつでも

受け付けますので、気兼ねなく連絡いただけたらと思います。すぐに

解決できないことも多いかと思いますが、いろいろな専門機関を紹介

することができます。 

また、学校は常時開放しておりますので、「ちょっと見に行こうか

な」と思った時には、どうぞ遠慮なくご来校ください。職員室や校長

室に声をかけていただければ大丈夫です。 

～校長室の窓から～ 

 体育の授業を３・４年生が合同で行っています。今年も必要に応じ

て、低（1・2年）、中（３・４年）、高（5・6年）で授業を実施しま

す。上学年は下学年のよい手本となったり、モデルとなったりするこ

とで、相互作用が働くことが大きなねらいでもあります。また、少人

数ではなかなか授業が進みにくい、ボール運動などでも授業の幅が広

がります。 笑顔で、大きな掛け声をかけて準備運動に取り組む姿に

成長を感じました。 

 


